
令和３年度⾷品ロス削減推進⼤賞 審査委員⻑講評 
 
 第２回となる今回の「令和３年度⾷品ロス削減推進⼤賞」には合計 95 件の御応募
をいただきました。まず始めに、御応募いただいた多くの皆様に、審査委員を代表し
て、⼼からお礼を申し上げます。 

 
 昨年に引き続き、「多様な主体」の皆様から様々な素晴らしい取組を御応募いただ
きました。全般的に内容がとても充実している印象があり、審査は難航を極めました。 
 その中で、貢献・成果、波及・将来性等ついて審査委員会で議論を⾏い、内閣府特
命担当⼤⾂（消費者及び⾷品安全）賞１点、消費者庁⻑官賞３点、審査委員⻑賞６点
を推薦し、受賞者の決定に⾄りました。 
 
 内閣府特命担当⼤⾂（消費者及び⾷品安全）賞に選ばれた「株式会社⽇本アクセス」
は、受発注の改善やフードバンク団体等への提供に加えて、AI を活⽤した需要予測シ
ステムの導⼊やスーパー等への納品期限をオーバーしてしまった商品を消費者へ直
接インターネット販売を⾏うなど、サプライチェーン全体を通じて⾷品ロス削減に取
り組んでいます。１年間あたり 300 トン近くの⾷品ロス削減効果が表れていること
や、こういった事業者の努⼒を消費者にも理解してもらうことで、事業者と消費者双
⽅の更なる⾷品ロス削減推進が期待できることが評価のポイントとなりました。 
 
 消費者庁⻑官賞には、以下の３点が選ばれました。 

「成⽥賢⼀」⽒は⾷料困窮活動家として、移動型スーパーの経営を通じた余剰農産
物の無料提供やフードバンク活動に加えて、海外のフードバンク活動等のノウハウを
⽇本に普及しており、コミュニティフリッジ（地域冷蔵庫）などを実現しています。
農家から直接譲り受けた規格外野菜を配布するなど、地域内で完結できる⾷品ロス削
減の取組が、他地域への広まりに期待できることが評価のポイントとなりました。 
 「⼀般社団法⼈⾷品ロス・リボーンセンター」は、⾃治体や企業の保有する災害⽤
備蓄⾷品を有効活⽤し、⼊れ替えに伴い役割を終えた災害⽤備蓄⾷品をこども⾷堂等
に提供しています。また、賞味期限切れや保管状況の悪い災害⽤備蓄⾷品は加⼯して
飼料にしており、提供できるか飼料化するかの選別作業を通じて障がい者雇⽤を創出
しています。取扱い実績が５年間で 600 トン近くまで増加していることや⾷品ロス削
減にとどまらない波及効果を⽣み出していることが評価されました。 
 「鎌倉市⽴⼩坂⼩学校４年４組」は、給⾷の残量を減らすために児童⾃らが⾷品ロ
ス削減に取り組んでいるものです。ポスターを作成し、校内で呼びかけることで給⾷
の残量を１年間で１⽇平均 15 キロから 200 グラムまで減らしています。更に活動は



校内を超えて地域の駅前などでも⾷品ロス削減の呼びかけをしています。児童⾃らが
⾷品ロス問題を認識して⾏動に移していることが評価されました。授業プログラムに
含まれていない⾃主学習ですが、こういった児童主体の取組が全国に広がることを期
待します。 

 
その他に、家庭でできる⾷品ロスの削減アイデアを研究・普及している「島本美由

紀」⽒、納品期限の改善や⾷品残さ等のリサイクルなどに取り組んでいる「コープデ
リ⽣活協同組合連合会」、ユーザー参加型の SNS 寄付キャンペーン「ゼロハンガーチ
ャレンジ〜⾷品ロス×飢餓ゼロ〜」を実施している「国連 WFP 協会」、規格外野菜や
余剰⾷品を売買できるシェア冷蔵庫サービスなどに取り組んでいる「どんぐりピット
合同会社」、⾷品ロスになっていたコーヒー⾖を製品化して売上の⼀部をフードバン
ク団体等に寄付している「三本珈琲株式会社」、企業や農家に協⼒してもらい規格外
農産物等を活⽤したスイーツ等を開発して売上を熊本城復興⽀援⾦に活⽤している
「熊本学園⼤学付属⾼校 NEXT NEXUS」の６点を審査委員⻑賞に選びました。 

 
 これら合計 10 点の受賞作以外にも数多くの興味深い取組を御応募いただきました。
残念ながら今回は⼊賞には届かなかったわけですが、これからも取組を御継続いただ
き、ぜひ来年度以降、更に発展した形で御応募いただくことを期待しています。 
 
 ⾷品ロス削減は、それぞれの皆様が、「他⼈事」ではなく「我が事」として捉え、「理
解」するだけでなく「⾏動」に移していただくことが重要です。今回の表彰では、消
費者の取組だけでなく、事業者による取組も含まれておりますが、事業者と消費者双
⽅の取組が広く共有されることで、⾷品ロス削減への取組の輪が広がり、更なる⾷品
ロス削減につながることを期待しています。 
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